
 

2023 年度（2024 年 3 月）卒業時アンケート 調査結果の総括 

 2020 年 3 月卒業時アンケートからオンライン形式で実施しており、卒業式の案内と合わせて

回答を依頼していますが、今回（2024 年 3 月）も、多くの皆さんにご協力いただき、最終的に

は 85％以上の回答率がありました。 

ＦＤ委員会を中心とした分析結果を以下の通り報告します。 
 

■■ ライフデザイン学科 ■■ 
 

  

 大学への愛着を問う設問では、昨年度の平均をすべてのコースが上回っていて、本学に対す

る満足度は上昇傾向にあると言えます。また、近年同様、3 コースとも四年制の学部の平均を

上回っており、2 年という短い学生生活ながら、小規模大学で学生と先生が深く関わり学びを

深める、びわ学のよさを実感してくれていること、またその愛着が増していることがわかりま

した。 

 熱心に取り組んだと思う設問についてはコースの特徴を反映していて、３つのコースで異な

る傾向がみられます。免許・資格取得が主目的である児童学・健康福祉の各コースでは、児童

学コースが「実習（教育・保育実習等の学外実習）」の平均値が最も高く（4.48）、続いて「友

人との交流」（4.42）、「専門教育科目の勉強」（4.35）と続きます。健康福祉は「趣味」が最も

平均値が高く（4.22）、続いて「実習（教育・保育実習等の学外実習）」（4.17）、「資格取得」（4.13）

が続きます。キャリアデザインコースは「卒業研究（卒業論文）、ゼミ活動」の平均値が最も高

く（4.27）、続いて「就職のための準備（対策講座等）」（4.20）、「インターンシップ」（4.20）が

続きます。一方で、部活動やサークルへの参加率は四年制よりも低く、短期大学部ではこのよ

うな活動の時間には制約があることがわかります。  

 このように、それぞれの目的に応じて 2 年間努力し続けるととともに、友人や教員との関係

を大切にしながら実りある大学生活を送っている姿が調査結果からも見られました。  

 学生生活で身につけたと考える力については、児童学コースはディプロマポリシーの「関心・

意欲・態度（幼児教育・保育の問題・課題を多面的・多角的に捉え、適切な対応を考察するこ

とができる）」、健康福祉コースは「コミュニケーション能力・人間関係を構築する力」、キャリ

アデザインコースはディプロマポリシーの思考・判断・表現の２つである「日常生活における

諸問題について修得した知識と技能のもと、論理的に試行し、合理的な問題解決に向けての判

断ができる」と「他者の声に耳を傾け、自分の考えを口頭や文章によって適格に伝えることが

できる」が最も平均値が高いという結果となりました。最も平均値の高い項目が児童学コース

とキャリアデザインコースではディプロマポリシーに示された内容であったことからも、学生

が 2 年間の学生生活でディプロマポリシーに関する力量を高めていることが読み取れます。 

 このように、学生たちはディプロマポリシーに沿った学びを 2 年の中で獲得していること、

それだけでなく大学への愛着も高く、よき友人や教員との出会いがあり、人としての豊かな成

長につながっていることが読み取れます。  

 おおむね短期大学部が目指す学生指導の在り方は学生に受け入れられていると読み取れる

結果であることから、引き続きびわ学の短大のよさを生かした教育に取り組んでいきたいと考

えます。 

最後に、本調査の実施にあたって、回答に協力いただいた皆さんにお礼申し上げます。また、

卒業後の活躍を願っています。  
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